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特集  「地域くらし活性化計画」

今月の折り込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
令和4年産いもづる予約注文書
令和4年産大豆類種子予約注文書
春夏期の農作業用品注文書

①米は洗ってザルに上げ、水気をきっておく。
②干しえびは水で戻す。
③干し椎茸は水で戻して薄切り、ごぼうはささがきにして水に浸けてアクを抜く。かんぴょうは水で
戻してから１㎝幅に切って茹でる。人参は細切り、ちくわは縦半分に切って小口切りにする。
④②の干しえびと③の具材を油で炒め、〈Ａ〉を入れてひと煮たちする。
⑤④を煮汁と具に分ける。 
⑥炊飯器に①の米と、煮汁、酒を入れて普通の水加減に合わせ、昆布、具をのせて炊く。
⑦炊き上がったら10分ほど蒸らして昆布を取る。一旦具を取りだし、ご飯の部分に合わせた〈Ｂ〉の
調味料を回しかける。
⑧具をご飯の上に戻し入れ、ざっくりと混ぜ合わせて器に盛り、錦糸卵を全体に散らし、＜飾る具＞
を彩りよく飾る。

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５合
昆布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５㎝角
干しえび・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ｇ
干し椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２0ｇ
ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2 本
かんぴょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ｇ
人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
ちくわ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大１本
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０㏄
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・小さじ3/4
　　しょうゆ・・・・大さじ2と1/2
　　干し椎茸の戻し汁・・・１７０㏄
　　干しえびの戻し汁・・・・・３０㏄
　　みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
　　らっきょう酢・・・・・・・・・100㏄

＜飾る具＞
錦糸卵、干し椎茸、ちくわ、さや
えんどう、花型人参・・・・・・・各適量

材料（5合/10人分）

作り方

A

B【準備】
＜飾る具＞を作っておく。
★錦糸卵…卵は溶きほぐし、砂糖、塩を入れて薄焼きし、錦糸卵にする。
さやえんどう、花型人参は塩茹でする。

重点取組事項（１）~（４）の達成状況について

農を担う
野菜農家　髙田 和之 さん
牛窓地区………10ページ

農を担う
野菜農家　髙田 和之 さん
牛窓地区………10ページ

農を担う
野菜農家　髙田 和之 さん
牛窓地区………10ページ

　今回のあぐろグラムでは、岡山市東区西大寺中の西大寺観音院についてご紹介します。
　約１２００年前、観音菩薩の厚い信仰者だった藤原皆足姫が、東区西大寺金岡に草庵を開基し、千
手観音像を安置したのが起源とされます。
　毎年２月第３土曜日に行われている会陽
は、室町時代に参拝者にお札を投与したと
ころ、福を授かろうと希望者が殺到したこ
とが始まりとされます。
　平成２１年に会陽５００周年また、平成２８
年に国指定重要無形民俗文化財に認定さ
れました。

　　　　　　　 編集担当　住𠮷　沙弥香

奈良時代から
続く観音院

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

★錦糸卵（卵５個分）
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2強
　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量



FEATURE
This month's

重
点
取
組
事
項
⑴
〜
⑷
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

今月の特集

●
取
組
内
容

　
女
性
部
・
生
産
者
組
織
・
青
壮
年

部
や
行
政
・
企
業
と
連
携
し
食
農
教

育
の
場
を
作
り
、
地
元
農
産
物
へ
の
理

解
促
進
や
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

●
活
動
内
容

・
食
農
教
育
活
動

　
Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
部
と
連
携
し
、「
食

と
農
」の
大
切
さ
を
伝
え
、
農
業
・
Ｊ
Ａ

へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
食
農

教
育
を
す
す
め
る
子
ど
も
雑
誌
「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
」
の
記
事
を
活
用
し
た
学
習
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

特
集 

「
地
域
く
ら
し
活
性
化
計
画
」●

令
和
２
年
度
活
動
実
績

　
食
農
教
育
活
動
参
加
者
：
2
1
0
人

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
岡
山
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
開
催
を
中
止

し
た
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。

　

重
点
取
組
事
項
⑴

食
農
教
育
活
動
を
通
じ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化

　「ＪＡ岡山くらしの活動」とは組合員・地域住民の皆
さまとともに「豊かで暮らしやすい地域社会の実現」を
目指して、食農教育活動や高齢者福祉事業などのＪＡ
の総合事業を通して地域の農業やＪＡにより興味を持っ
ていただき、地域をサポートし、またＪＡ自らも取り組
んでいく活動です。

（１）「地産地消」の取り組みを通じて、「食と農業」のつながり
について理解促進を図るとともに、次代を担う子どもた
ちを対象とした農業体験学習を進め、次世代への農業理
解の醸成と食農教育の実践に取り組みます。

（２）地域コミュニティの活性化に貢献するため、支所等を拠
点とした「場」の設定と提供を行い、ＪＡが組合員・地域
住民とともに地域を元気にする活動に取り組みます。

（３）ＪＡの事業活動や女性部活動への参加
促進を図るための集いの場を提供すると
ともに、女性のＪＡ運営参画を進め、女性
ならではの視点による地域に根ざしたＪＡ
の事業活動に取り組みます。

ＪＡ岡山くらしの活動推進方針

　「ＪＡ岡山くらしの活動推進方針」に基づき、新たに令和元年度からの３カ年の具体的な
取り組みを定めたもので、総合事業の機能・役割をさらに発揮し、地域の活性化に取り組
むことを目標としています。当組合では、組合員・地域住民の健康増進活動や幅広い協同
活動推進の中核となる生活文化活動を円滑に行うことを目的に、各支所・営農センターに
生活文化活動担当者を置き、積極的な活動に取り組んでいます。
　重点取組事項を通して、組合と組合員・地域住民が相互扶助の理念の共有化を図り、
これまで以上に組合事業への理解と参加を促進します。

（１）食農教育活動を通じた地域コミュニティの活性化
（２）総合事業を通じた生活インフラ（生活基盤）機能の発揮
（３）支所等を拠点とした「ＪＡくらしの活動」の実践
（４）正・准組合員とのメンバーシップの強化

地域くらし活性化計画

３つの方針を制定し地域に根ざした活動に取り組んでいます。

重点取組事項

3　ぱれっと　 ぱれっと　2

　
当
組
合
は
、
平
成
26
年
よ
り
「
Ｊ
Ａ
岡
山
く
ら
し
の
活
動
推
進
方
針
」
を
制
定
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
の
３
カ
年
は
さ
ら
に
具
体
的
な
方
針
を
定
め
「
地
域
く
ら
し
活
性
化
計
画
」
を
策
定
し
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に

む
け
、
総
合
事
業
の
機
能
・
役
割
を
さ
ら
に
発
揮
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
計
画
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
重
点
取
組
事
項
と
そ
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



　●
取
組
内
容
①

　
組
合
員
・
地
域
住
民
に
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

ま
す
。

●
活
動
内
容

・
相
談
活
動

　
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
会
や
所

得
税
、
消
費
税
の
確
定
申
告
支
援
を

実
施
す
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
岡
山
青
色
申
告

会
を
基
軸
と
し
た
税
務
相
談
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　・
健
康
増
進
活
動

　
組
合
員
お
よ
び
地
域
住
民
を
対
象

に
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
疾

病
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
活
動
（
組

合
員
健
康
診
断
）
や
健
康
づ
く
り
教

室
、
体
操
教
室
な
ど
の
健
康
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
組
合
員
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　
Ｊ
Ａ
の
特
色
を
生
か
し
た
相
談
機
能

の
充
実
に
努
め
、
組
合
員
・
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
２
年
度
実
績

　
税
務
相
談
会
：
19
回

　
確
定
申
告
件
数
：
２
、８
８
６
件

　
組
合
員
健
康
診
断
：
９
３
６
人
（
３３

会
場
）

　
年
金
相
談
会
：
25
回

　
ロ
ー
ン
相
談
会
：
１
７
０
回

●
取
組
内
容
②

　
組
合
員
・
地
域
住
民
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
健
康
寿
命
を

創
造
す
る
「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０

歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
行
政
・
他
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
高
齢
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

●
活
動
内
容

　「
Ｊ
Ａ
岡
山
助
け
合
い
の
会
か
が
や

き
」
会
員
の
協
力
の
も
と
、
組
合
員
・

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
サ
ロ
ン
、
地
域
の
茶
の

間
「
み
ん
な
の
お
家
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

●
令
和
２
年
度
実
績

　
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
：
３
回
、
利
用

者
３７
人
、
協
力
会
員
８
人

　
サ
ロ
ン
：
５１
回
、
利
用
者
６
９
３
人
、

協
力
会
員
１
５
８
人

　
地
域
の
茶
の
間
「
み
ん
な
の
お
家
」：

２１
回
、
利
用
者
３
６
１
人
、
協
力
会

員
９６
人

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
活
動
中
止
期
間
を
設
け

ま
し
た
。
再
開
後
は
、
岡
山
県
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

●
取
組
内
容

　
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
等
を
拠
点
と

し
て
、
全
支
所
で
各
々
の
地
域
特
性
を

ふ
ま
え
た
ニ
ー
ズ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
を
実
践
し
、

組
合
員
や
組
合
員
家
族
、
地
域
住
民
と

の
接
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

　
地
域
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
や
、

出
前
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
、
支
所
・

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
等
で
地
域
の
話

題
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
２
年
度
実
績

　
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
：
96
件

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
岡
山
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
開
催
を
中
止
し
た
活
動
も
あ
り
ま

し
た
。

●
取
組
内
容
①

　
地
域
住
民
の
協
同
組
合
へ
の
理
解
を

深
め
る
活
動
を
展
開
し
、
女
性
部
組
織

な
ど
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

・
女
性
部
活
動
の
Ｐ
Ｒ

　
広
報
誌
や
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
等
で
活
動
を
紹
介
し
、
女
性
部

や
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
加
入
促
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
レ
シ
ピ
集
の
作
成

　
米
の
魅
力
を
伝
え
、
消
費
量
を
回

復
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
部
と
協

力
し
、「
お
こ
め
レ
シ
ピ
」
を
製
作
し

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
広
報
誌
や

Ｊ
Ａ
岡
山
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
、Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
各
支
部
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
郷
土
料
理
を
中
心
に

掲
載
し
、
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
食
文

化
の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
仲
間
づ

く
り
の
一
助
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
２
年
度
実
績

　
女
性
部
２０
支
部
：
２
，７
０
５
人
、

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
６
支
部
：
53
人

●
取
組
内
容
②

　
地
域
住
民
と
の
接
点
が
多
い
農
産
物

直
売
所
等
を
拠
点
に
、
地
元
農
業
や

Ｊ
Ａ
の
活
動
を
発
信
し
、
地
元
農
業
応

援
団
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
活
動
内
容

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ
ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
発
刊
や
女
性
部
・
生
産

者
組
織
・
青
壮
年
部
と
連
携
し
、
農

産
物
直
売
所
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
２
年
度
実
績

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
を
年
２
回
発
行
し
、

各
１
７
１
，２
５
０
部
を
新
聞
に
折
り

込
み
、
農
産
物
直
売
所
に
４
，３
５
０

部
配
布
し
ま
し
た
。

重
点
取
組
事
項
⑵

総
合
事
業
を
通
じ
た
生
活

イ
ン
フ
ラ
（
生
活
基
盤
）

機
能
の
発
揮

重
点
取
組
事
項
⑶

支
所
等
を
拠
点
と
し
た

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」

の
実
践

重
点
取
組
事
項
⑷

正
・
准
組
合
員
と
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

う
ち
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　12
月
21
日
、
牛
窓
地
区
の
髙
田
和
之

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
牛
窓
に
い
る
祖

父
の
畑
に
行
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

お
手
伝
い
を
し
て
農
業
に
親
し
ん
だ
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
。
祖
父
が
亡
く

な
っ
た
後
、
ふ
と
思
い
立
っ
て
父
と
一

緒
に
牛
窓
を
訪
れ
た
と
き
、
か
つ
て
祖

父
が
綺
麗
に
管
理
し
て
い
た
白
菜
畑
の

面
影
は
な
く
、
草
が
生
い
茂
る
荒
れ
た

姿
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
祖
父
の
残

し
た
地
を
守
ろ
う
と
思
い
、
農
業
大
学

校
で
知
識
と
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。
卒

業
後
は
、
1
年
半
程
ア
メ
リ
カ
で
経
営

を
学
び
実
務
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
帰

国
し
て
か
ら
は
農
業
法
人
に
就
職
し
現

場
を
経
験
し
た
後
、
牛
窓
に
あ
る
祖
父

の
畑
を
受
け
継
ぎ
就
農
し
、
4
年
目
に

な
り
ま
す
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　最
初
は
祖
父
が
栽
培
し
て
い
た
キ
ャ

ベ
ツ
と
白
菜
の
栽
培
か
ら
始
め
ま
し

た
。
牛
窓
特
産
で
ブ
ラ
ン
ド
化
も
さ
れ

て
い
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す
か
っ
た

で
す
。
そ
の
後
、
規
模
拡
大
を
目
指
し
、

地
域
の
人
た
ち
か
ら
畑
や
田
ん
ぼ
を
請

け
負
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ア
メ
リ
カ
研
修
で
学
ん
だ
作

業
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
常
に
意
識

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
8
品
目
を
栽
培

し
、
年
間
で
畑
を
上
手
く
ま
わ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
高
品

質
に
な
る
よ
う
土
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　地
域
農
業
の
持
続
を
目
指
し
耕
作
放

棄
地
を
開
墾
し
た
り
、
収
穫
作
業
の
代

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
牛
窓
地
域
は
重

量
野
菜
が
多
く
、
収
穫
が
大
変
な
た
め
、

そ
の
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
培
っ
て
き
た
ブ
ラ
ン

ド
野
菜
の
価
値
を
守
っ
て
い
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
一
緒
に
農
業
を
す
る
仲
間
や
、

農
地
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
一
日
農

業
バ
イ
ト
」に
も
登
録
し
て
お
り
、
農

業
の
楽
し
さ
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。
従
業
員
の
ひ

と
り
は
、
地
元
牛
窓
で
新
規
就
農
す
る

こ
と
が
夢
で
、
私
の
も
と
で
農
業
を
学

ん
で
い
ま
す
。
私
が
地
域
の
畑
を
引
き

継
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
私
の
会
社
で
研

修
し
た
人
が
独
立
し
、
地
域
農
業
を
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
で
牛
窓
地
区
の
農

業
を
持
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

地域農業の持続を目指し、
地域を盛り上げる仲間を増やしたい
地域農業の持続を目指し、
地域を盛り上げる仲間を増やしたい

vol.258

農
を担う

髙田 和之さん
「たかた　かずゆき」
平成5年生まれ。○岡牛窓キャベツ部会、○岡牛窓白菜部会、○岡牛窓夏野菜部会、○岡せとうちレモン部会所
属。株式会社髙田農園代表取締役。キャベツ、白菜、冬瓜、そうめん南瓜、レッドキャベツ、レモン、
トウモロコシ、ニンニクを栽培。妻、子の3人家族。趣味は仕事。座右の銘は「考えはかたちになる」。

牛窓地区：野菜農家

祖
父
の
残
し
た
畑
を

守
り
た
い

地
域
の
農
業
を

持
続
し
て
い
き
た
い

従業員の方たちと協力して作業をします白菜の収穫の様子

農業について思いを話す髙田さん
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資料3 収穫

背筋部分が
黒褐色になる

サヤの角度が
水平～下向き
になる

資料4 ソラマメに登録のある農薬一覧（例）
病害虫名

アブラムシ類

アブラムシ類、
ハモグリバエ類

アブラムシ類

農薬名

アディオン乳剤

スタークル顆粒水溶剤

スミチオン乳剤

使用薬量/使用時期/使用制限

3,０００倍/
収穫７日前まで/3回以内

2,０００倍/
収穫７日前まで/2回以内

1,０００倍/
収穫3日前まで/3回以内

資料1 茎の整理　　

資料2 追肥・土寄せ　

ひも等

支柱

茎が伸びて倒れそうな時、
先端の茎葉20cmを切り取っておく。
新芽に発生しやすいアブラムシを
軽減させる効果もある

土寄せは株の中まで
土を入れて株の倒伏を防ぐ

資料5 梅と松の植え替え

資料6 梅の切り戻し

資料7 福寿草

鉢底にごろ土を入れ、
針金を通しておいて植えた株を固定する。
土を割りばしなどで隙間無く押し込む。

梅は1～2芽残して切り戻す

掘り上げた福寿草、
小さな芽に対して
大きな根張り

●
ソ
ラ
マ
メ 

春
の
栽
培
管
理

　秋
に
播
種
を
し
た
ソ
ラ
マ
メ
が
厳
し
い

冬
を
乗
り
越
え
て
5
月
ご
ろ
の
収
穫
に
む

け
て
、
徐
々
に
生
育
が
進
ん
で
き
ま
す
。

●
茎
の
整
理

　1
株
か
ら
10
〜
13
本
の
側
枝
が
伸
び
て

き
ま
す
。
草
丈
が
50
〜
60
㌢
程
度
に
伸
び

て
き
た
ら
、
徒
長
し
た
弱
い
茎
を
切
り
、

生
育
の
強
い
茎
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
太
い

枝
を
残
し
て
7
〜
8
本
に
仕
立
て
ま
す
。

　株
が
大
き
く
広
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

株
か
ら
少
し
離
し
て
四
隅
に
支
柱
を
立

て
、
ひ
も
で
周
囲
を
囲
ん
で
押
さ
え
ま
す

（
資
料
1
）。

●
追
肥
・
土
寄
せ

　追
肥
は
茎
の
整
理
が
終
わ
っ
た
こ
ろ

と
、
サ
ヤ
の
肥
大
期
に
行
い
ま
す
。
10
平

方
㍍
あ
た
り
野
菜
い
ち
ば
ん
等
2
0
0
㌘

を
2
回
行
い
ま
す
。

　1
回
目
の
追
肥
時
に
畝
の
肩
に
施
用
し

ま
す
。
ま
た
こ
の
と
き
に
除
草
を
兼
ね
て

中
耕
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
茎
が
外
側
に

む
か
っ
て
開
き
、
株
元
ま
で
日
光
が
当
た

る
よ
う
に
、
株
の
中
ま
で
土
を
入
れ
て
お

き
ま
す
。

　茎
が
伸
び
す
ぎ
て
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
先
端
の
茎
葉
20
㌢
ほ
ど
を
切
り
取
り

ま
す
（
資
料
2
）。

●
サ
ヤ
に
つ
い
て

　サ
ヤ
は
下
の
ほ
う
か
ら
数
え
て
数
節
が

実
ど
ま
り
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
よ
り
上
の

も
の
は
、
下
の
ほ
う
の
サ
ヤ
に
栄
養
を
う

ば
わ
れ
た
り
、
気
温
が
高
く
な
り
す
ぎ
た

り
す
る
た
め
に
、
あ
ま
り
サ
ヤ
が
つ
き
ま

せ
ん
。

●
灌
水

　ソ
ラ
マ
メ
は
乾
燥
に
弱
く
、
水
分
を
多

く
必
要
と
し
ま
す
。
特
に
開
花
や
結
実
す

る
時
期
の
、
極
端
な
乾
燥
は
落
花
の
原
因

と
な
る
の
で
、
土
壌
の
極
端
な
乾
燥
を
避

け
灌
水
を
行
い
ま
す
。

　水
分
の
量
で
着
莢
の
よ
し
あ
し
や
、
サ

ヤ
の
大
き
さ
な
ど
が
決
ま
り
ま
す
。

●
収
穫

　若
ど
り
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
上
を
む
い

て
い
た
サ
ヤ
が
下
む
き
に
垂
れ
、
背
筋
部

分
が
黒
褐
色
に
な
っ
た
ら
収
穫
ど
き
で

す
。
サ
ヤ
を
触
っ
て
大
き
な
豆
が
確
認
で

き
た
ら
、
ハ
サ
ミ
で
摘
み
と
り
ま
す
。
試

し
割
り
を
し
て
み
て
、
オ
ハ
グ
ロ
の
部
分

が
黒
く
な
る
前
ご
ろ
が
収
穫
適
期
で
す

（
資
料
3
）。

●
害
虫

　ア
ブ
ラ
ム
シ
に
注
意
が
必
要
で
す
。
発

生
初
期
に
し
っ
か
り
防
除
し
ま
し
ょ
う

（
資
料
4
）。

●
連
作
障
害
に
つ
い
て

　ソ
ラ
マ
メ
や
エ
ン
ド
ウ
の
豆
類
は
、
連

作
を
極
端
に
嫌
う
た
め
3
〜
5
年
以
上
あ

け
て
栽
培
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
連
作
を

す
る
と
、
い
や
地
現
象
の
た
め
立
枯
病
な

ど
が
発
生
し
た
り
、
生
育
が
前
年
よ
り
悪

く
な
り
収
量
が
減
少
し
ま
す
。

ソ
ラ
マ
メ
の

生
育
が
進
ん
で

い
ま
す

ち
ゃ
く
き
ょ
う

●
松
竹
梅
寄
せ
植
え
の
管
理

　お
正
月
の
玄
関
な
ど
を
華
や
か
に
彩
っ

た
梅
が
散
り
、
福
寿
草
も
咲
き
終
わ
り
そ

う
に
な
っ
て
い
る
鉢
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　最
近
は
お
正
月
の
寄
せ
植
え
も
さ
ま
ざ

ま
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ
ン

や
プ
リ
ム
ラ
、
ミ
ニ
ス
イ
セ
ン
な
ど
が

入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

松
竹
梅
を
中
心
に
し
た
寄
せ
植
え
の
鑑
賞

後
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
植
え
替
え

　松
竹
梅
他
の
寄
せ
植
え
は
、
元
々
違
う

環
境
を
好
む
縁
起
の
よ
い
植
物
を
集
め
た

も
の
で
す
。
中
に
は
小
さ
く
切
り
詰
め
て

無
理
矢
理
植
え
込
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
鑑
賞
後
は
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
条

件
に
戻
し
て
や
る
べ
き
で
す
。
そ
の
ま
ま

で
は
や
が
て
枯
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　簡
単
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
む
環
境
に

地
植
え
す
る
こ
と
で
す
が
、
後
々
大
き
く

育
っ
た
姿
を
想
定
し
て
お
か
な
い
と
困
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　見
た
目
の
か
わ
い
い
竜
の
髭
や
ち
ご
笹

も
庭
で
広
が
り
だ
す
と
、
2
〜
3
年
後
に

は
手
に
負
え
な
く
な
る
の
で
要
注
意
。

　時
期
は
3
月
暖
か
く
な
る
直
前
が
低
温

や
寒
風
で
傷
み
に
く
く
て
よ
い
の
で
す
が
、

寄
せ
植
え
は
無
理
を
し
て
い
る
の
で
、
梅

や
福
寿
草
の
花
が
終
わ
っ
た
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。
植
え
替
え
後
は
寒
さ
、
乾
燥
の
影

響
を
受
け
に
く
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

●
梅
と
松

　そ
れ
ぞ
れ
に
駄
温
鉢
で
管
理
す
れ
ば
来

年
の
寄
せ
植
え
に
使
え
ま
す
。

　気
を
付
け
る
の
は
、
枝
張
り
程
度
ま
で

の
大
き
さ
の
も
の
に
植
え
る
こ
と
で
す
。

大
き
い
鉢
に
植
え
る
と
根
を
広
げ
て
し

ま
っ
て
寄
せ
植
え
に
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　鉢
底
に
は
ご
ろ
石
を
入
れ
、
用
土
は
赤

玉
土
や
山
土
に
桐
生
砂
、
腐
葉
土
な
ど
を

混
ぜ
た
も
の
を
使
い
ま
す
。
梅
は
あ
る
程

度
、
肥
保
ち
や
水
保
ち
が
よ
い
土
、
松
は

排
水
性
や
通
気
性
の
よ
い
土
を
意
識
し
ま

す
（
資
料
5
）。

　梅
は
下
の
方
か
ら
土
を
ほ
ぐ
し
、
下
3

分
の
1
程
度
古
い
根
を
と
っ
て
植
え
ま

す
。
松
は
根
を
切
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば

針
金
な
ど
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
用
土
を
隙
間
な
く
入

れ
て
、
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
ま
す
。

　梅
は
そ
の
ま
ま
だ
と
た
く
さ
ん
芽
が
伸

び
ま
す
か
ら
、
各
枝
の
付
け
根
の
1
〜
2

芽
残
し
て
切
り
戻
し
ま
す
（
資
料
6
）。

　南
天
は
1
年
後
に
は
大
き
く
な
る
の
で

庭
や
畑
の
一
角
に
植
え
る
か
、
不
要
な
ら

廃
棄
し
て
小
苗
を
種
か
ら
育
て
ま
す
。
こ

の
と
き
、
笹
が
一
緒
に
つ
い
て
植
え
ら
れ

る
と
、
庭
一
面
に
な
る
の
で
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

●
福
寿
草

　寄
せ
植
え
に
福
寿
草
が
入
っ
て
い
る

と
、
こ
れ
を
庭
植
え
に
し
て
増
や
し
た
い

と
思
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
な
か
な
か
大
変
で
す
。

　理
由
の
一
つ
は
、
長
い
根
が
た
く
さ
ん

付
い
て
い
る
株
を
切
り
分
け
、
根
も
短
く

切
り
詰
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す

（
資
料
7
）。
福
寿
草
は
乾
燥
に
弱
く
、
水

や
養
分
を
充
分
吸
収
す
る
に
は
根
が
た
く

さ
ん
張
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　も
う
一
つ
は
、
冬
は
明
る
い
日
差
し

を
好
み
、
夏
は
暑
さ
に
弱
い
の
で
直
射

光
が
当
た
ら
な
い
木
陰
が
よ
い
と
い
う

特
性
で
す
。

　日
本
の
山
野
に
自
生
し
て
い
る
の
で
日

本
の
環
境
に
は
む
い
て
い
る
の
で
す
が
、

花
後
の
茎
葉
が
伸
び
て
き
た
こ
ろ
か
ら
は

明
る
い
日
陰
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

　福
寿
草
は
葉
が
伸
び
て
固
ま
っ
た
2
月

中
旬
ご
ろ
が
植
え
替
え
の
適
期
で
す
。
腐

葉
土
な
ど
を
混
ぜ
て
通
気
の
よ
い
土
を

作
っ
て
植
え
付
け
ま
す
。
鉢
植
え
の
場
合

は
、
し
っ
か
り
根
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

や
や
深
め
、
大
き
め
の
鉢
に
根
を
広
げ
て

植
え
ま
す
。
夏
の
間
は
水
切
れ
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　肥
料
は
葉
が
伸
び
て
か
ら
梅
雨
ご
ろ
に

枯
れ
る
ま
で
の
間
に
効
か
せ
ま
す
。
千
倍

程
度
の
薄
め
の
液
肥
を
1
週
間
ご
と
に
や

る
か
、
緩
効
性
の
有
機
化
成
肥
料
な
ど
を

少
量
ず
つ
施
し
ま
す
。

　葉
が
枯
れ
た
あ
と
も
乾
燥
し
て
し
ま
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
乾
く
前
の
水
や
り
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ナ
メ
ク
ジ

　葉
が
繁
っ
て
い
る
期
間
が
短
い
の
で
こ

の
間
元
気
な
葉
を
維
持
す
る
の
が
大
切
で

す
。
水
分
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
と
ナ
メ

ク
ジ
に
食
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
花
言
葉

　「幸
せ
を
招
く
」「
永
久
の
幸
福
」
な
ど

で
す
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2022.2

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

お
正
月
の

寄
せ
植
え

そ
の
後
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA
資料8 植え付け2年目のせん定の
　　　 概念図（2本主枝整枝）

せん定前 せん定後

第1亜主枝
第2亜主枝

第2主枝

第1主枝

資料9 整枝の仕方
　　　（1年目の生育期の姿）

資料10 整枝の仕方
　　　  （3年目生育期の姿）

資料11 柿の結果母枝

７月下旬～
８月上旬に摘心４０～５０cm

程度まで
切り戻す

副梢は
３～５枚で摘心

副梢は１～２枚
で摘心し、主枝の
伸長を促す

主線
（外線）

主線

主線から
４０cm程度
開ける

７月下旬～８月
上旬に摘心し
て充実をはかる

３年目

２年目

副梢

副梢をところどこ
ろ誘引線にくく
るとねじれにくい

２節（３０cm）以
上あける
できれば返し枝
とする

延長枝の切り
返しは１６～１８
芽程度にする

１年目に伸びが悪
かった場合、新梢
と副梢を伸ばす

負け枝を防ぐた
め、主枝の発生
位置を３０cm以
上開ける

※枝がとれない
場合は発芽を
促すための芽
傷を入れる

外側の主枝より長くす
ると葉面積が多くなる
ため内側の主枝が強
くなり、外側が弱くなり
やすいので注意する

１年目に順調に
伸びれば先端２
芽を伸ばす

１年目
芽傷 芽傷

芽傷
芽傷芽傷

※

2m

結果母枝

20cm間隔

花芽（実をつける
結果枝がのびる）

葉芽（葉しか
つけない
発育枝が
のびる）

結果母枝

①本年冬の状態
②翌年冬の状態
　（この年の結果母枝となる）

資料12 柿の結果母枝の
　　　　切り返し
翌年冬に多くの結果母枝を確保する

　先
月
号
に
引
き
続
き
、
桃
の
2
年
目
の
植

え
付
け
管
理
に
つ
い
て
と
、
ブ
ド
ウ
を
植
え

付
け
て
か
ら
3
年
目
ま
で
の
整
枝
と
せ
ん
定

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
桃
の
2
本
仕
立
て
の
場
合

・
植
え
付
け
2
年
目

　主
枝
・
亜
主
枝
の
伸
長
、
充
実
を
妨
げ
る

よ
う
な
長
大
な
側
枝
や
発
育
枝
は
8
月
下
旬

か
ら
9
月
に
基
部
か
ら
10
㌢
程
度
残
し
て
せ

ん
除
し
て
お
き
、
冬
に
基
か
ら
せ
ん
定
し
ま

す
。
第
1
主
枝
の
延
長
枝
は
30
度
程
度
に
傾

け
て
、
支
柱
に
誘
引
し
、
切
り
返
し
ま
す
。

植
え
付
け
1
年
目
に
形
成
し
た
亜
主
枝
は
分

岐
部
か
ら
50
㌢
程
度
の
距
離
を
離
し
て
45
度

程
度
に
傾
け
て
誘
引
し
、
切
り
返
し
ま
す
。

　側
枝
は
主
枝
・
亜
主
枝
の
成
長
を
妨
げ

る
長
大
な
も
の
を
間
引
く
程
度
に
し
ま
す

（
資
料
8
）。

・
植
え
付
け
3
年
目
以
降

　植
え
付
け
2
年
目
に
準
じ
て
樹
冠
を
拡
大

し
ま
す
。
亜
主
枝
の
形
成
が
で
き
て
い
な
け

れ
ば
2
年
目
に
準
じ
て
形
成
し
ま
す
。
第
2

主
枝
が
旺
盛
に
伸
長
し
た
場
合
は
第
3
亜
主

枝
と
し
て
第
1
亜
主
枝
か
ら
2
㍍
以
上
離
れ

た
位
置
の
副
梢
を
使
い
、
他
は
1
年
目
の
亜

主
枝
と
同
様
に
取
り
扱
い
ま
す
。

　植
え
付
け
4
〜
5
年
目
ま
で
に
目
標
の

完
成
樹
形
を
形
成
し
ま
す
。

●
ブ
ド
ウ
の
短
梢
せ
ん
定
平
行
整
枝
法

　苗
木
を
植
え
付
け
て
1
年
目
は
ま
ず
、
勢

い
の
よ
い
新
梢
を
選
び
、
支
柱
に
誘
引
し
な

が
ら
上
へ
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
棚
下
約
40

〜
50
㌢
の
所
で
一
旦
、
摘
心
し
ま
す
。
摘
心

す
る
こ
と
で
、
同
等
の
勢
い
の
副
梢
を
左
右

に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
摘
心
箇
所
よ

り
下
の
2
本
の
副
梢
を
左
右
に
伸
ば
し
、
棚

下
へ
誘
引
し
ま
す
。
外
線
に
向
か
っ
て
誘
引

し
た
枝
は
、
7
月
下
旬
〜
8
月
上
旬
に
摘
心

し
て
枝
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　副
梢
を
多
く
残
す
と
過
繁
茂
と
な
り
、
延

長
枝
が
太
く
扁
平
に
な
っ
て
、
翌
年
の
発
芽

が
劣
っ
て
枝
が
不
揃
い
に
な
る
の
で
、
延
長

枝
の
本
葉
以
外
の
副
梢
全
て
2
〜
3
枚
残
し

て
摘
心
し
ま
す
。
2
月
の
冬
季
せ
ん
定
で
は

7
月
中
旬
ま
で
に
伸
長
し
た
部
分
ま
で
切
り

戻
し
ま
す
（
資
料
9
）。

●
整
枝
の
形

　こ
こ
で
は
一
般
的
な
W
H
型
整
枝
（
資
料

10
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
前
述
の
1
年

目
の
せ
ん
定
に
続
い
て
2
年
目
は
、
主
枝
の

側
面
か
ら
発
生
す
る
新
梢
を
、
主
線
に
誘
引

し
、
主
枝
延
長
枝
に
し
ま
す
。
主
枝
延
長
枝

は
、
冬
季
に
通
常
は
15
節
を
残
し
て
切
り
戻

し
ま
す
が
、
太
い
場
合
は
、
17
〜
20
節
で
切

り
戻
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
延
長
枝
が
太
す

ぎ
る
場
合
は
翌
年
の
た
め
に
せ
ん
定
直
後
に

芽
傷
を
入
れ
て
結
果
枝
が
飛
ば
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
逆
に
細
い
場
合
は
、
太
い
節
ま
で

切
り
戻
し
て
出
し
直
し
す
る
方
が
い
い
で
す
。

　主
枝
延
長
枝
を
長
く
残
し
過
ぎ
る
と
枝
ご

と
の
勢
力
差
が
強
く
な
っ
た
り
、
先
端
は
枝

が
ふ
い
て
も
基
に
近
い
方
が
枝
が
飛
ん
だ
り

し
て
、
翌
年
の
結
果
母
枝
の
確
保
が
難
し
く

営農部指導課
武田 祐一

な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　3
年
目
は
、
小
指
以
上
の
太
さ
の
枝
に
結

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
が
、
前
年
枝
か
ら
発
生

す
る
結
果
枝
の
着
果
量
を
少
な
く
し
ま
す
。

結
果
枝
の
切
り
返
し
は
、
結
果
部
位
の
上
昇

を
防
ぐ
た
め
、
1
芽
せ
ん
定
と
し
ま
す
。

●
柿
・
リ
ン
ゴ
の
せ
ん
定
に
つ
い
て

　桃
の
せ
ん
定
が
で
き
れ
ば
、
ど
の
果
樹
に

も
応
用
が
で
き
ま
す
。

　富
有
柿
や
リ
ン
ゴ
の
せ
ん
定
は
、
開
心
自

然
形
に
仕
立
て
、
西
条
柿
は
立
ち
木
性
が
強

い
の
で
、
変
則
主
幹
形
に
仕
立
て
ま
す
（
立

ち
木
に
す
る
と
背
丈
が
高
く
な
る
の
で
、
芯

を
途
中
で
抜
い
て
樹
高
を
下
げ
る
樹
形
）。

　柿
や
リ
ン
ゴ
の
せ
ん
定
で
一
番
注
意
し

て
欲
し
い
の
は
、
結
果
母
枝
の
先
端
に
果

実
（
花
芽
）
が
着
生
す
る
た
め
、
柿
や
リ
ン

ゴ
は
間
引
き
せ
ん
定
を
中
心
に
行
い
ま
す

（
資
料
11
・
12
）。
だ
ん
だ
ん
枝
が
長
く
な

る
の
で
、
元
に
ふ
い
て
く
る
枝
に
切
り
戻

し
て
、
枝
の
更
新
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

ブ
ド
ウ
の

整
枝
と
せ
ん
定

に
つ
い
て

※写真はイメージです

お知らせ

2022年2月号チラシ掲載商品
・ヤマト農磁散布機シリーズ商品
・令和４年産大豆類種子予約注文書
・令和４年産いもづる予約注文書
・今月のおすすめ商品

　購買品注文取りまとめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り込ん
でおりますのでご利用ください。 果

樹

お客さまからの現金・通帳等のお預かり方法の追加について

〇当組合職員が、組合員・利用者の皆さまからのご依頼を受けて現金、通帳などをお預かり
する際は、当組合所定の「受取書」をお渡しする方法に加え、令和4年4月1日より「携帯
用端末機画面上で組合員・利用者の皆さまにお預かりする物件の確認後、電子サインでご
署名」していただく方法が追加となります。
〇携帯用端末機画面へサインをいただいた場合は、「受取書」をお渡ししません。
〇携帯用端末機を使用せずにお預かりする場合は、必ず「受取書」をお渡しします。
〇「受取書」は、現金・通帳等をお預かりしたことを証明する重要な証となりますので、記載
内容に間違いがないか十分にご確認のうえ、大切に保管してください。
〇お渡しした「受取書」は、後日、通帳等のご返却、現金をお届けする際に必要となります。
〇当組合職員から返却された通帳や証書、お届けした現金などは金額等に間違いないか、ご
確認をお願いいたします。
〇いかなる場合でも、当組合職員は、組合員・利用者の皆さまのご印鑑・キャッシュカード
をお預かりすることはございません。
〇当組合職員が、組合員・利用者の皆さまのキャッシュカードの暗証番号やネットバンキン
グのパスワードを電話等でお尋ねすることはありません。決してお答えにならないように
ご注意ください。

●ご不明な点がございましたら、下記へご連絡ください。
　お問い合わせ先：JA岡山 リスク管理部 コンプライアンス対策課　TEL 086-225-3369
 　　　　　　：JA岡山 推進部 推進課　TEL 086-225-9836
　お問い合わせ時間：月～金曜日　9：00 ～ 17：00（ただし、窓口休業日は除きます）

ぱれっと　142022.215　ぱれっと　
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JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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JA岡山  広報誌
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特集  「地域くらし活性化計画」

今月の折り込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
令和4年産いもづる予約注文書
令和4年産大豆類種子予約注文書
春夏期の農作業用品注文書

①米は洗ってザルに上げ、水気をきっておく。
②干しえびは水で戻す。
③干し椎茸は水で戻して薄切り、ごぼうはささがきにして水に浸けてアクを抜く。かんぴょうは水で
戻してから１㎝幅に切って茹でる。人参は細切り、ちくわは縦半分に切って小口切りにする。
④②の干しえびと③の具材を油で炒め、〈Ａ〉を入れてひと煮たちする。
⑤④を煮汁と具に分ける。 
⑥炊飯器に①の米と、煮汁、酒を入れて普通の水加減に合わせ、昆布、具をのせて炊く。
⑦炊き上がったら10分ほど蒸らして昆布を取る。一旦具を取りだし、ご飯の部分に合わせた〈Ｂ〉の
調味料を回しかける。
⑧具をご飯の上に戻し入れ、ざっくりと混ぜ合わせて器に盛り、錦糸卵を全体に散らし、＜飾る具＞
を彩りよく飾る。

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５合
昆布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５㎝角
干しえび・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ｇ
干し椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２0ｇ
ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2 本
かんぴょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ｇ
人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１本
ちくわ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大１本
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０㏄
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・小さじ3/4
　　しょうゆ・・・・大さじ2と1/2
　　干し椎茸の戻し汁・・・１７０㏄
　　干しえびの戻し汁・・・・・３０㏄
　　みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
　　らっきょう酢・・・・・・・・・100㏄

＜飾る具＞
錦糸卵、干し椎茸、ちくわ、さや
えんどう、花型人参・・・・・・・各適量

材料（5合/10人分）

作り方

A

B【準備】
＜飾る具＞を作っておく。
★錦糸卵…卵は溶きほぐし、砂糖、塩を入れて薄焼きし、錦糸卵にする。
さやえんどう、花型人参は塩茹でする。

重点取組事項（１）~（４）の達成状況について

農を担う
野菜農家　髙田 和之 さん
牛窓地区………10ページ

農を担う
野菜農家　髙田 和之 さん
牛窓地区………10ページ

農を担う
野菜農家　髙田 和之 さん
牛窓地区………10ページ

　今回のあぐろグラムでは、岡山市東区西大寺中の西大寺観音院についてご紹介します。
　約１２００年前、観音菩薩の厚い信仰者だった藤原皆足姫が、東区西大寺金岡に草庵を開基し、千
手観音像を安置したのが起源とされます。
　毎年２月第３土曜日に行われている会陽
は、室町時代に参拝者にお札を投与したと
ころ、福を授かろうと希望者が殺到したこ
とが始まりとされます。
　平成２１年に会陽５００周年また、平成２８
年に国指定重要無形民俗文化財に認定さ
れました。

　　　　　　　 編集担当　住𠮷　沙弥香

奈良時代から
続く観音院

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

★錦糸卵（卵５個分）
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2強
　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/４
　油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量


